職種：旅館管理　　職務：施設・設備管理
【概要】

旅館はロビー、客室、宴会場、大浴場など施設（建屋）とともに、給・排水、電気、空調などの設備を持っている。それらの施設・設備のリニューアルや修理などの事業計画に基づき、施設保全、設備保全を円滑に進める仕事である。
【仕事の内容】

施設（建屋）の新設や立替は頻度として少ないが経営計画と大きく関係する。その際には、外部のデザイナーや建設業者と連携して計画を立案し、通常の旅館運営に支障をきたさないように業務を進める。
設備の更新や修理は日々発生するので、大規模設備の保全については、故障などのトラブルがないように計画的に事業計画に織り込んで推進する。突発的な設備の故障については、事前に交換部品を確保するとともに、応急修理の技術を習得しておく。

内部のスタッフが保全を担当するのか、外部に委託するのかにより業務内容が大きく異なる。前者の場合は、技術・技能を高めることが重要であり、後者の場合はコストやスケジュールの管理が主要業務となる。

技術は日々進んでいるので、更新や修理の際には、新しい技術の習得に努め、社内の保全規程・マニュアル等の改訂を行う。
【求められる経験・能力】

(１)　旅館において直接お客様の前に出ることは少ないが、旅館はサービス業であることを強く意識し、ホスピタリティ精神や他のスタッフとチームワークを構築できる明るさやコミュニケーション能力なども重要である。

(２)　設備に関する技術知識、関連法令の知識は必須であり、設備によっては有資格者しか取り扱えないこともあるので、入社時もしくは入社後に該当資格の取得が求められる。

(３)　休日のない旅館業を想定すれば、設備故障は発生しないことが望ましく、日常点検や設備異常の予兆を見逃さない高い技術的能力が求められる。

(４)　外部の業者との連携を想定すると、交渉力や指導力も求められる。
【関連する資格・検定等】

ファシリティマネジャー資格（社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

071　他に分類されないその他の技術者

